
商店街名 市 事業名 ページ数 通し番号

岡町商店街振興組合 豊中市 「デリバリーシステム」を活用したデリバリー導入促進事業 P１ R6-03

服部阪急商店街振興組合 豊中市 アーケード撤去によるオープンモール化 通りが明るくなり、新規店舗も増加 P2～3 R6-35

石橋商店会 池田市 おはこ市 the ムービー制作とオンラインを活用したプロモーション P4 R6-18

石橋商店会 池田市 近隣大学生や地域団体との連携による「新たな商店街価値」創出事業 P5 R6-47

商店街レポート（豊能地域）



⼤阪府商店街等モデル創出普及事業 商店街レポート

〈商店街名〉 〈商店街の基本情報〉 〈過去の商店街レポートURL〉

岡町商店街振興組合
所在地︓豊中市
最寄駅︓阪急宝塚線 岡町駅
店舗数︓79店

⼤阪府／イベントが商店街につなぐ新たな縁 (ndl.go.jp) (R5.2.27)
⼤阪府／持続可能な商店街デリバリーシステムの構築に向けて！＜モデル創出事業＞
(ndl.go.jp) (R3.11.3)

〈事業名〉 〈過去の取り組み〉

「デリバリーシステム」を活⽤したデリバリー導⼊促進事業
■⼤阪府 令和3年度⼤阪府商店街等モデル創出普及事業
■⼤阪府 令和4年度商店街等需要喚起緊急⽀援事業
■中⼩企業庁 令和4年度がんばろう︕商店街事業

〈事業概要〉

■商店街が先導役となって、苦境に⽴つ飲⾷店の応援を⽬的に、令和2年12⽉と令和3年7⽉に「テイクアウトデリバリーフェア」を開催。併せて、フェアで開拓した地域のデリバリー需要を継続させるため、
⾼齢の店主にも操作しやすく、キャッシュレス決済にも対応できる独⾃の「デリバリーシステムWebサイト」を構築し、フェアにあわせてプレ事業を実施。令和4年からは「岡町桜塚フードフェス」として開催。
豊中市と豊中市介護保険事業者連絡会と共催している「いきてゆくフェス」も同時開催するなど、さまざまな活動に発展している。

〈課題・現状〉 〈取組み内容〉 〈成果〉

・令和2年12月に実施した「テイクアウト・デリバリーイベント」のデ
リバリーサービスが地域住⺠に⼤好評で、事業を継続して欲し
いと要望があった。
（コロナ禍による影響の他に、商店街周辺は坂が多く、⾼齢者
が商品を持って帰ることが⼤変といった声が以前から寄せられ
ていた。）
・⾼齢の店主やお客様でも利⽤しやすい、操作が簡単なシステ
ムを構築させたい。
・⼀⽅で、若い世代からはキャッシュレス決済の導⼊を進めてほ
しいとの意⾒もあった。

・令和3年7⽉に再度「テイクアウトデリバリーフェア」を開催。
商店街内及び商店街に⾯した原⽥神社の境内を会場に、商店
街内外の飲⾷店やキッチンカーなど27ブースが出店するイベントを
実施。出店者に対し、キャッシュレス決済の導⼊を推進。
・「デリバリーシステムWebサイト」構築、プレ実施。
独⾃の「デリバリーシステムWebサイト」を構築。IT機器に不慣
れな⾼齢の店主やキャッシュレス決済にも対応できるよう改良し、
店舗ごとにデリバリーの実施時間を設定できる機能を持たせた。地
域の社会福祉協議会と連携し、デリバリーの実証実験も実施し
た。

・出店した全ブースがキャッシュレス決済を導⼊できた。加えて、
豊中市の「キャッシュレス決済ポイント還元事業」の対象期間に
含んでもらえたことで、相乗効果でキャッシュレスを浸透させること
ができた。
・デリバリーの利⽤者からは、「⾼齢で出歩くのが⼤変な中でも、
商店街のグルメが取り寄せできて嬉しい。」といった意⾒をいた
だいた。
・「テイクアウト・デリバリーイベント」に出店した飲⾷業者から「岡町
商店街に出店したい」という要望が複数あり、新規開業に繋
がった。

〈商店街のコメント〉

■これまで豊中市と連携したイベントでは、ひきこもりに悩む⽅々もデリバリー業務に参加されました。商店街では⾞いす利⽤者の役員が積極的に活動しており、その姿にとても刺激を受けてご⾃⾝も参加
された⽅もおられました。デリバリー活動がさまざまな形で、地域社会に良い効果を⽣み出し、来客数の増加だけでなく、新たな仲間に出会う貴重な場ともなっています。
■今後については、デリバリーのみならず様々な形で社会福祉協議会と連携しながら商店街の活性化と地域の雇⽤を結びつける事業として、地域を巻き込む展開をしていきたいと構想しています。

〈写真〉 〈連携・協⼒〉

■主催︓岡町・桜塚商業団体連合会、おかまちさくらづか倶楽部
■協⼒︓原⽥神社、豊中市社会福祉協議会、豊中市

〈HP・SNS等〉

・⼤阪府商店街魅⼒発⾒サイト「ええやん︕⼤阪商店街」 商店街紹介ページ
https://osaka-shotengai-info.com/ss/okamachi/
・岡町・桜塚商業団体連合会 https://okamachi.com/
・おかまち・さくらづか倶楽部 インスタグラム
https://www.instagram.com/okamachi_sakuraduka_club/R3、4年度 デリバリーシステムサイト岡町商店街 R5年度イベントチラシ

【令和6年10⽉9⽇時点】 R6-03 P1

https://osaka-shotengai-info.com/ss/okamachi/
https://okamachi.com/
https://www.instagram.com/okamachi_sakuraduka_club/


⼤阪府商店街等モデル創出普及事業 商店街レポート

〈商店街名〉 〈商店街の基本情報〉 〈取組事業〉

服部阪急商店街振興組合
所在地︓豊中市
最寄駅︓阪急宝塚線服部天神駅
店舗数︓24店

■中⼩企業庁 商店街まちづくり事業補助⾦（平成27年度）
■豊中市 商業団体共同施設設置等補助⾦（平成27年度）

〈事業名〉

アーケード撤去によるオープンモール化 通りが明るくなり、新規店舗も増加

〈事業概要〉

■服部阪急商店街は全⻑約100ｍの全蓋式アーケードを有していたが、築約45年が経過し⽼朽化が進む⼀⽅、商店街には空き店舗が増加し、アーケードの維持管理費が負担となっていた。そこで、
商店街振興組合の組合員らや関係者で、アーケードの問題を含めて商店街の今後のありかたを検討する勉強会や話し合いを何度も重ね、撤去を決定した。撤去後は、通りが明るくなり⼈通りが増え
るとともに、新規出店が増え、空き店舗が減少。また、アーケードの維持管理の負担が減少したことで、商店街活性化のためのイベントや情報発信に注⼒しやすくなった。

〈課題・現状〉 〈取組み内容〉 〈成果〉

■アーケードの維持管理の負担
・H24年当時、全⻑約100ｍの全蓋式アーケードを
同組合で保有。築約45年で⽼朽化が進んでいた。
・全体の約半分が空き店舗やいわゆる「しもた屋」
（2階住居に居住しているが1階店舗は空き店舗と
いった状況）となり、組合員も減少するなかで、
アーケードの維持管理・修繕費が組合費収⼊を
上回る状態。
・アーケード等の維持管理のために積み⽴ては⾏って
いたが、このままでは徐々に衰退し積み⽴ても
なくなる⾒込み。

■空き店舗増加、来街者減少
・併設の街路灯の電球が切れても費⽤⾯等からすぐ
に交換できないことで、「狭い・暗い」という印象に。
通⾏者も減少し、空き店舗も増加する悪循環。

⇒商店街に活気を取り戻すためにも、アーケードの
撤去も含めて早急に抜本的な⾒直しを⾏う必要。

■H24年２⽉から勉強会を開始
・当初は、天候に左右されるとお客さんが減る、⾬除けがなくなると商売しにくい、
個店の外壁防⽔塗装の個⼈負担が⽣じる、等、撤去反対の意⾒もあったが、
将来的な維持管理の負担を考え、撤去に向けて検討開始。
・市役所や商業関連団体等のサポートも受けながら、勉強会や話し合いを
約２〜３年間かけて何度も繰り返した。
・中⼩企業診断⼠等の助⾔も受けながら合意形成をはかった。特に建築会社や
設計⼠等による、具体的な⼯事費やスケジュール感の助⾔が役に⽴った。
・また、撤去に伴う法的トラブルの懸念を解消するため、弁護⼠にも依頼。
・アーケード撤去により不動産価値が向上する⾒込みが⾼かったこともあり、
徐々に撤去を⽀持する⼈が増加していった。

■アーケード撤去
・豊中市の補助⾦と、タイミングよく中企庁の商店街まちづくり事業補助⾦も活⽤
⽬途がつき、H27年1⽉から⼯事開始。
・H27年６⽉末に撤去完了。
アーケード撤去にあわせて、街路灯や防犯カメラも設置。

■活性化に向けた取組の実施
・夏の縁⽇、ハロウィン、歳末イベントなど、来街者増加に向けた取組実施。
・商店街公式インスタグラムで商店街の情報発信を開始。

■商店街の雰囲気向上
・通りが明るくなり、⼈通りが増えた。
・⾬天時は不便になった等の住⺠意⾒もあったが、撤去後
しばらくすると慣れてきたとの意⾒に変わっていった。

■不動産価値向上、空き店舗減少
・通りの雰囲気が良くなったことで、新規出店ニーズが増えた。
・アーケードがなくなったことで不動産価値が向上し、賃貸料
も上昇。しもた屋状態だった店舗の貸し出しが増えた。
・結果として、こだわりのある飲⾷店等が多数出店し、
空き店舗が減少。

■組合としてのメリット
・組合加⼊の店舗数が増加（当時19→R7.1時点24）
・アーケードがないため組合費は約４分の１に減少し、
組合員の負担減少。

⇒当初は賛否両論あったが、全体としては、⻑期的な維持
管理の負担が解消され、さらに予想以上に上記のような
結果も出ており、商店街活性化につながった。

〈商店街のコメント〉

■当時の組合員や地域住⺠からはアーケードを残してほしいという意⾒も寄せられましたが、まだ何とか商店街としての余⼒があるうちに取り組まないと、問題を先送りにしてしまうだけだと⼀念発起し、⻑い
間何度も勉強会や話し合いを繰り返し、合意形成を図ってきました。撤去した結果、⾬天時に不便になった等のご意⾒もありましたが、撤去後何年か経過すると、⻘空が⾒えるオープンモールが⽇常の
光景として馴染んできました。予想以上に新規出店も増加し、商店街がにぎやかになったと感じています。

〈連携・協⼒〉 〈写真〉

■実施主体︓服部阪急商店街振興組合
■協⼒︓豊中市役所 ほか関係機関

■服部阪急商店街 Instagram
https://www.instagram.com/hattori_hankyu_sho_tengai

【令和7年2⽉28⽇時点】 R6-35 P2

https://www.instagram.com/hattori_hankyu_sho_tengai


⼤阪府商店街等モデル創出普及事業 商店街レポート

服部阪急商店街振興組合 ＜写真＞

【撤去後に実施しているイベント等】

【撤去前】 【撤去後】

【令和7年2⽉28⽇時点】 R6-35 P3



⼤阪府商店街等モデル創出普及事業 商店街レポート

〈商店街名〉 〈商店街の基本情報〉 〈過去の商店街レポートURL〉

⽯橋商店会
所在地︓池⽥市
最寄駅︓阪急宝塚線 ⽯橋阪⼤前駅すぐ
店舗数︓100店

⼤阪府／「おはこ市」動画好評！ おとな合宿開催 (ndl.go.jp)(R5.8.4)
⼤阪府／「おはこ市」のＰVに⼤きな反響＜モデル創出事業＞ (ndl.go.jp) (R5.2.27) ほか

〈事業名〉 〈過去の取り組み〉

おはこ市 the ムービー制作とオンラインを活⽤したプロモーション
■中⼩企業庁 令和2年度GoTo商店街事業
■⼤阪府 令和4年度⼤阪府商店街等モデル創出普及事業
■⼤阪府 令和4年度⼤阪府商店街等需要喚起緊急⽀援事業
■⼤阪府 令和6年度商店街店舗魅⼒向上⽀援事業（観光コンテンツ型）

〈事業概要〉

■商店街では毎⽉18⽇に「おはこ(⼗⼋番)市」として特別セールを開催。今では、⼈気店舗には⾏列ができるほどの好評⾏事になっている。その恒例⾏事や⼈気店舗を魅⼒的に紹介し、若年層の来
街につなげることを⽬的に、⼤阪⼤学の学⽣が取材や撮影などを協⼒し、おはこ市のプロモーション動画を制作。動画は、商店街のホームページにおいてYouTubeで配信するとともに、⼤学⽣もSNS等
の媒体を使って幅広い年代への情報発信に協⼒した。その後も、⼤阪⼤学の学⽣と協働でSNSキャンペーン等を活⽤し、情報発信の強化を⾏っている。

〈課題・現状〉 〈取組み内容〉 〈成果〉

①若者世代に「おはこ市」や商店街の魅⼒をPRしたい
・学⽣やファミリー層の新規顧客を開拓
・若者の意⾒を取り⼊れたい
・地域や学⽣と連携して活動したい
・プロモーション動画を作って「おはこ市」を拡散したい

・「おはこ市」プロモーション動画を制作
⽯橋商店街を中⼼に活動している⼤阪⼤学「⽯橋×阪⼤」のサー
クル⽣と協働で制作。若者向けにVlog（ブログの動画版）⾵の
編集にこだわり、学⽣が⽇常の会話をしながらおはこ市に参加して、
商店街やお店、商品を紹介する構成に仕上げた。

・動画はスタイリッシュな雰囲気に仕上がり、Short.verと
Full.verの2種類を作成し、配信を⾏った。
・地域学⽣、地域住⺠の意⾒を取り⼊れながら制作したので、学
⽣やファミリー層の新規顧客を獲得ができた。
・商店街店舗からは⾼評価を得られた。

②SNS活⽤による情報発信の強化
・商店街や恒例イベントの魅⼒を広範囲にPRしたい
・近隣⼤学⽣を中⼼とした若者世代にも来街してほしい
・作成した動画をSNSでも拡散させたい

・プロモーション動画のYouTube配信とSNSでの情報発信
プロモーション動画は、商店街公式YouTubeで配信。SNSでは、
商店街の公式Instagramで配信した。
・加えて、動画制作に関わった⼤学⽣が個⼈のSNSを使⽤して動
画を拡散し、PRを実施した。

・動画再⽣回数は約39,000回に達し、当商店街が当時配信
した動画としては最⾼数を得ることができた。現在でも再⽣回数
が伸び続けている。（R6.10⽉現在）
・この動画の影響で、公開している別の動画『おつかいデビューin
⽯橋商店街』シリーズなどの再⽣数も伸びており、良い相乗効
果が⾒られた。動画やSNSでの広報の相乗効果を実感した。

〈商店街のコメント〉

■阪⼤⽣と商店街が協働で取り組めば⾯⽩いことができるのでは・・・そんな思いで、⼤学⽣と交流する中で、商店街内に阪⼤⽣のたまり場となる居場所を作りたいと思い、商店街のオープンスペース「クル
ル⽯橋」を⽯橋×阪⼤サークルの部室として提供しました。今では商店街事業にも積極的に参画していただき、今回の動画作成にも協⼒いただいたことに感謝しています。
■現在は、他の⼤学⽣や⾼校⽣にも呼び掛け、多⾯的な商店街の役割を担い、エリアの交流活性化に尽⼒して⾊々な取り組みを⾏っています。

〈写真〉 〈連携・協⼒〉

■主催︓⽯橋商店会
■協⼒︓⼤阪⼤学「⽯橋×阪⼤」サークル

〈HP・SNS等〉

■⼤阪府商店街魅⼒発⾒サイト「ええやん︕⼤阪商店街」 商店街紹介ページ
https://osaka-shotengai-info.com/ss/ishibashi/
■⽯橋商店会 公式HP https://www.ss-ishibashi.jp/
■⽯橋商店会 Instagram
https://www.instagram.com/ishibashi.shoppingstreet/

おはこ市の様⼦R4年度 動画撮影⾵景 R4年度作成 プロモーション動画

【令和6年11⽉22⽇時点】 R6-18 P4

https://osaka-shotengai-info.com/ss/ishibashi/
https://www.ss-ishibashi.jp/
https://www.instagram.com/ishibashi.shoppingstreet/


⼤阪府商店街等モデル創出普及事業 商店街レポート

〈商店街名〉 〈商店街の基本情報〉 〈過去の商店街レポートURL〉

⽯橋商店会
所在地︓池⽥市
最寄駅︓阪急宝塚線⽯橋阪⼤前駅
店舗数︓110店

⼤阪府／輝く未来社会へ向けて「イシバシEXPO ver.ウェルネス」開催！(R5.10.12)
⼤阪府／「おはこ市」動画好評！ おとな合宿開催(R5.8.4) ほか

〈事業名〉 〈過去の取り組み〉

近隣⼤学⽣や地域団体との連携による「新たな商店街価値」創出事業
■中⼩企業庁 令和2年度GoTo商店街事業
■⼤阪府 令和4年度⼤阪府商店街等モデル創出普及事業
■⼤阪府 令和4年度⼤阪府商店街等需要喚起緊急⽀援事業
■⼤阪府 令和6年度商店街店舗魅⼒向上⽀援事業（観光コンテンツ型）

〈事業概要〉

■⼤阪⼤学がすぐ近くにあるという商店街の⽴地特性を活かして、20年にわたり⼤学⽣との協働による新たな顧客創出や商店街に対する親和性向上に取り組んでいる。その中でも⼦どもたちを対象に
した１泊2⽇の商店街滞在型事業「夏合宿in⽯橋商店街」では、店舗や施設の協⼒で商店街ならではの特異な体験を⼦どもたちに提供。このようなユニークなイベントや商店街定番セール「おはこ
市」のPR動画をデジタルで配信するプロモーションは⼤学⽣と商店街で企画運営し、⼦育て世代も巻き込みエリアのハブ商店街として認知されている。

〈課題・現状〉 〈取組み内容〉 〈成果〉

■若者・⼦育て世代に商店街の魅⼒をPR
・地域の⼦ども達に商店街を慣れ親しんでもらえる機会を創出
し、継続来街に繋げたい。
・学⽣やファミリー層の新規顧客の開拓を図りたい。
・若者の意⾒を取り⼊れてイベントを実施したい。
・地域や学⽣と連携して商店街の魅⼒向上を促進する活動が
したい。

■SNS活⽤による情報発信の強化
・商店街や恒例イベントの魅⼒を広範囲にPRしたい。
・近隣の⼤学⽣を中⼼とした若者世代にも来街してほしい。
・作成した動画をSNSでも拡散させたい。

■「夏合宿in⽯橋商店街」を開催
・⼩学⽣を対象に⽯橋商店街を楽しみつくす１泊２⽇の合宿実施。
・⼤衆浴場でのお⾵呂掃除と⼀番⾵呂体験、⼤阪⼤学の学⽣に
教えてもらいながらの夏休みの宿題、⽔鉄砲作り、寝装店のお布
団で就寝体験、パン屋でのパン作り、和菓⼦屋での和菓⼦作り、
クレープ店でのクレープ作り体験等々を実施。
・就寝時は、商店街内フリースペースを活⽤し、関係者がお世話係
として帯同。
・運営は⼤学⽣や地域のデイサービスセンター職員がサポートを実施。
・参加者からは参加費を徴収し、受⼊れ店舗にもメリットを提供。
■SNSを活⽤して情報発信強化
・商店街HPとSNSを活⽤し募集を実施。

・今回で4回⽬を迎える当該事業は好評を得て定番事業となり、
⼩学⽣対象で定員16名に対し、応募数が50名を超える結果
となった。
・事業後も合宿に参加した⼦どもと保護者が商店街にリピート来
街し、店主との⼈間関係構築ができるなど、確実に事業波及
効果が認められた。

・その他、商店街では、⼤学の部活動やサークル、地域団体出店
による「おはこ⽂化祭」、店舗体験ができる「いしばし駆ミ」、
阪⼤坂駆け上がり競技「ゑびす男選び＠阪⼤⽣」などのエリア
連携事業を定期的に実施し、商店街ファンを確実に獲得
している。

〈商店街のコメント〉

■ ⼦ども夏合宿in⽯橋商店街の反響が良かったので、⼤⼈バージョンの合宿も開催しました。⼤⼈を対象にしたことで、参加者のエリアが拡⼤し池⽥市外からの参加もありました。今後も、より広い範囲
の住⺠の⽅々に、⽯橋商店街の魅⼒を知ってもらい利⽤してもらえればと考えます。
また、恒例イベント及び学⽣達からも意⾒を募り新たな取組みや地域のニーズに応えるようなイベントを開催したい考えています。そして、多様な商店街店舗との連携を積極的に進めながら、定期的に
検証も⾏い、集客・再来店につながるような仕組みづくりを⾏っていきたいです。

〈写真〉 〈連携・協⼒〉

■主催︓⽯橋商店会
■連携︓⼤阪⼤学「⽯橋×阪⼤」サークル、⽯橋商店街デイサービスセンター

〈HP・SNS等〉

■⼤阪府商店街魅⼒発⾒サイト「ええやん︕⼤阪商店街」 商店街紹介ページ
https://osaka-shotengai-info.com/ss/ishibashi/
■⽯橋商店会 公式HP https://www.ss-ishibashi.jp/
■⽯橋商店会 Instagram https://www.instagram.com/ishibashi.shoppingstreet/夏合宿の様⼦R6イベントチラシ 夏合宿の様⼦
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